
鯛
警

護銀

衆

名

義

抄
と
僻
山
特
大

般

若

経

字

抄
と
に

Iま

fJ; 

L 

き

図書生言語長本努H長名義抄と石山寺幾本大般若経字抄とについて

類
家
名
義
抄
は 、
多
く
の
漢
字
そ
部
類
に
よっ
て
集
め 、
そ
の一
つ一
つ

の
文
字
に
つ
い
て 、
そ
の
字
音
と
訓
義
と
を
注
記
し
た
も
の
勺
あ
る
が 、
中

で
も
特
に
多
く
の
和
訓
を
の
せ
る
こ
と
を
主
眼に
し
て
い
る 。
記
載
さ
れ
て

い
る
和
訓の
豊
富
さ
に
お
い
て 、
古
辞
書
の
う
ち
本
書
に
及
ぶ
も
の
な
く 、

こ
れ
が
古
代
国
語の
研
究
に
非
常
な
貢献
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い 。

同
時
に 、
こ
れ
ら
の
和
訓
に
は 、
殆
ん
ど
点
が
附し
て
あっ
て 、
一
つ一

つ
の
こ
と
ば
の
清
濁の
別
と
ア
グ
セ
y
ト
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 。
本

警
が
古
代
国
語の
諮
奨と
と
も
に 、
音
韻
の
研
究の
為
に
重
要
視
せ
ら
れ
る

の
も
当
然mに
あ
ろ
う 。

ま
た 、
そ
の
字
音
注
は 、
平
安
朝
の
字
音
研
究の
上
に
絶
大
な
価
値
を
有

す
る
も
の
と
し
て 、
早
く
か
ら
注
目
せ
ら
れ
て
い
た
が 、
特
に
近
年 、
清
水

谷
公
揖
家
旧
蔵
〈
現
図
守
山知〉
議
本
類
家
名
義
抄
が
複
製
碩布
せ
ら
れ 、
そ

の
中
に
呉
音・
和
音
に
つ
い
て
興
味
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で 、
一

層
関
心
を
持た
れ
る
よ
う
に
なっ
た
の
で
あ
る 。
即
ち 、
図
書
察
本
類
緊
名

義
抄
は
観
智
院
本
な
ど
既
存の
類
家
名
義
抄と
違っ
て 、
一
つ一
つ
の
漢
字

Jコ

い

て

渡

辺

修

の
音
訓の
注目記
に
は
悉
〈
引
用の
原
典
名
が
明
記
せ
ら
れ
て
い
る
の
勺
あ
る

が 、
そ
の
中
に 、
例
え
ば

汎
呉占
(
音〉

会
任、
ハ一
ぎ

範
(八
4〉

酒
洗
禾
(
和)、
行
円、

||
真、
サ
イ
セ
ゾ
〈一
六
5)

げ一.、

」

潟
町村ム

チ
ヨ
ク
ハ一
一
7)

誕
真、
口
液
也
禾
仙ム

ハ五
九
2〉

の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あっ
て 、
呉
音
は
公
任の
字
書(
?)
に
記
さ
れ 、
和
音
は

行
円 、

真
鳳(
(
官同
が
英
興
で
あ
る
と
ド
う
こ
と
口
図
舎
察
本
に
￡
っ

て
明
か

で
あ
る〉
の
も
の
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

事
を
伝
えて
い
る
の
で
あ
る 。

一
体 、
公
任
が
伝
えて
い
る
と
称
し 、
呉
音
と
注
記
し
て 、
こ
の
替
に
採

り
あ
げ
ら
れ
た
字
音
は 、
ど
ん
な
性
質の
も
の
な
の
勺
あ
ろ
う
か 。
真
輿・

行
円
ら
が
和
音
と
記
し
た
も
の
は 、
ど
う
し
た
経
路を
た
どっ
て
伝

はら
れ

た
も
の
な
の
で
怠
ろ
う
か 。
ま
た
こ
う
し
て
こ
こ
に
深め
ら
れ
た
も
の
が 、

古
来 、
呉
音・
和
音
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
れ
で
あ
る
か
ど‘う
か 。
類
車部
名
義

抄
を、資
料と
し
て 、
字
音
の
研
究を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に 、
烹
す 、
明
ら
か

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
伝
ら
な
い
こ
と
は 、
類
家
名
義
抄
に
お
け
る
か
か
る

呉
音・
和
音
の
性
絡の
こ
と
で
あ
る 。
こ
こ
で
は 、
類
感謝
名
義
抄
に
お
け
る

漢
字
音
の
性
絡
を
明
ら
か
に
し 、
そ
の
系
統を
究め
る
為
に 、
ま
ず 、
会
任の

35 



果
音
を
伝
え
た
と
い
う

学
務(
?)
につ
い
て
調べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い 。

公
伝
撲
大
般
若
経
音
義

藤
原
公
任
は、
学
識
和
漢
に
わ
た
り、
家
芸
を一
身
に
兼
ね
て
い
た
。

小

に
も、
和
歌
に

堪朗
℃、
「
天
下
無
双
の
歌
人」
(
入
雲
御
抄)
と
い
わ
れ、

当
時
歌
壇
の
最
高
の・
権
威
者一に
あっ
た 。
そ
の
歌
論の
著
作
は
今
に
重
ん
ぜ

ら
れ、
歌
学
史
上'C
の
大
立
物
と
なっ
て
い
る。

ま
た、
江
談
抄
第
五、
「
朗
詠
築
相
如
作
多
入
事」
を
み
る
と、
漢
文
学

えテユキ

を

高岳
相
如
に
学
び、
数
首
の
詩
h宮
本
朝
霞
藻
な
ど
に
留
め
て
い
る。
こ
の

方
国
守
も
「一
秋
の
詩
人」
と
称
せ
ら
れ、
江
談
抄
第
究
は
「
司公
任
・草月
伝
為一一

詩
敵-
事」・
を
伝
えて
い
る 。

更
に、
典
礼
故
実
に
も
通
じ、
当
時の
公
卿の
う
ち
に
あっ
て
朝

儀式
目

の
事
に
当
る
第一
人
者と
目
さ
れ
た 。

そ
の
撰
著
作
し
た
も
の
は、
歌
論
番、
歌
集、
有
職
故
実
害
等、
多
方
面
に

わ
た
っ
て
い
る
が、
惜
し
い
事
に、
今
日
に
は
伝
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
例

え
ば、
顕
昭
の
古
今
集
注
に
「
会
任
卿
註一
さ
と
し
て
引
い
て
い
る
も
の
の

数
も
多
く、
そ
れ
に
よ
っ
て
会
任
の
撰
し
た、
「
古
今
集
序
註」
の
名
を
留
め

て
い
る
の
な
ど
が
そ
れ
℃
あ
る 。
そ
の
上
に 、
今
ま
た 、
図
書
察
本
娯
楽
名
義

抄
が
「
司会式」 、
「
→公
任一式」 、
「
会
任
卿一玄」
と
し
て
数
多
く
引
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら、
→公
任
に
字
書
類
の
撰
箸
の
あっ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
勺

あ
る。
が一
休、
会
任
卿
は
ど
ん
た
種
類
の
字
書
ハ
?〉
を
撰
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
か 、
そ
の
字
替
(
?)
も
ま
た
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う

4u。そ
こ
で
思
い
あ
わ
せ
ら
れ
る
の
は 、
小
右
記
に
載ぜ
ら
れ
て
い
る
次
の
記

事
で
あ
る
。

小
右
記
は
会
任
の
従
兄に
あ
た
る
実
資の
日
記
守、
そ
れ
に

長
和
四
年
四
月
十
三
日
壬
氏、

子
刻
許
火
見
南
方、

以
下
人
見
逃、

帰
来

一式、
中t
rM
門
督
〈
教
遁)
家
焼
亡
者、
大
納骨円
八位
任
問
術、
乍
鷲
資
平
令

持
率、
馳
向
会
総
亡
処、
雨
脚
夜
家
業
宅、
乍
立
精
逢
両
州、
大
納
言
滋

網
以
下
多
会、
左
利
府
近
辺印刷
卒、
友
金
吾
依
命
委
進、
大
納
言一宮、
}

物
不
取
出、
叉
左
金耳目
同
談
此
曲、
件
焼
亡
処、
左
大
臣
ハ
従
来
洞
院
東

火
山崎
者
四
辺、
従=一
線
坊
門
商
辺〉
昨
日
放
殿
御
日
記
季
御
読
経、
依
大

納
言
御
消
息
奉
怠
之、
開
案
内
不
取
出、
大
口
惜
々
、々
叉
年
中
行
事
業

子
二
帖、
治
抄
二
帖、
同
以
焼
亡、
至
菜
子
佐野
不
敢
帆川、
只
故
殿
御
記
歎

品目
々
、々

と
記
し
て
あ
る
の日ど
あ
る 。
こ
こ
に
併
記せ
ら
れ
た
「
年
中
行
事
葉
子
二

帖」
が
公
任
撰
「
北
山
抄」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
の一
部
「
年
中
要

抄二
巻」
の
こ
と
を
い
う
の
勺
為
る
と
す
れ
ば 、
「
韻
抄二
帖」
も
ま
た
公

任
の
撰
し
た
も
の
勺
あ
ろ
う。
そ
の
名
称
か
ら
み
て
当
然
音
韻
の
害、
字
書

の
類
℃
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が 、
全
く

焼
失
し
た
ま
ま
で
今
日
に
は
伝
わ
ら

な
い
の
勺
あ
ろ
う
か 。

図
嘗
察
本
類
家
名
義
抄
が
原
拠
と
し
て
引
用し
た
会
任
撰の
字
繋
〈
?)

は、
来
し
て
こ
の
「
韻
抄」
で
あ
ろ
う
か。

今、
こ
の
類
出来
名
義
抄
に
「
公一玄」、
「
公
任一
言、
「
会
任
卿一去」
と
し

て
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
そ
集
め
て
み
る
と
き、
か
か
る
韻
書
が
そ
の
原
拠

と
なっ
た
も
の
勺
φめ
る
と
は
ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
乞
る。
と

い
う
の
は 、
そ
れ
が 、
む
し
ろ
大
般
若
経
の
本
文
批
判
的
な
研
究を
含
む
も

の
で
あっ
て 、
決
し
て
単
な
る
韻
設
で
あっ
て
は
ふ
さ
わ
し
〈
な
い
も
の
だ

か
ら
勺
あ
る 。
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即
ち 、
図
書
察
本
類
家
名
義
抄
ハ一
四一
。4〉

に

諸
出
寸前 、
実一言
或
本
作
山、
不
可
依
器 、
公
云 、
或
音
義一式(
如
上〉 、
今

袋 、
比
中ず
不
特
心 、
字
己
釜
山、
初
写
談
獄 、
初
本
井
普
門
寺
本
山
字
也 、

五
十
八
朕

と
あ
る
が 、
こ
れ
は
大
般
若
経
第
五
十
入
秩(
当
相七)に
あ
る「
諸
出
高一

の
「
出」
と
い
う

字
が 、
意
味
上
「
山」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
論
じ
た
もの
で
ゐっ
て 、
摺
・本
や
北目
門
寺
本
を
援
用
し
て
その
説の
誌
と

し
て
い
る
わ
け
の
も
の
だ
あ
る 。
従っ
て 、
類
深
名
義抄
の
所
依
の
本
は
単

な
る
音
韻の
害
た
る
「
切
韻」
の
類の
もの
勺
は
な
〈 、

一 、
文
字
の
音
と
義
と
を
記
し
た
も
の

ィ 、
特
殊
の
もの
を
除
き 、
殆
ん
ど
音
註は
類
音
字
で
者
き
記
し
て
い

る 。
ロ 、
か
な
で
訓
を
書
き
添
えて
い
る 。

ハ 、
時
に
正占
2
5
と
対
比
す
る 。

-一 、
か
な
や
漢
字
を
もっ
て
意
義
を
説
〈
こ
と
も
あ
る @

二 、
大
般
若
経
中の
文
字
に
つ
い
て 、
その
適
否
そ
論
じて
い
る 。

一二 、
中で
も
特
に 、
前
に
あ
げ
た
例の
如
く 、

本
文
批
判
的
研
究
が
な
さ

れて
あ
る 。

と
い
う
内
容の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。

こ
う
し
た
実
例
を一
・一一

あ
げ
る 。

汎
呉ム
(
音〉
→公
任、
〈
云〉
範

澗
英、
会、
党
カハ
タ

潰
呉ムハ
音)
会、
火
以
モ
ル
又ツ
ユ

隠
公
二
段
正
引
安、
(
也〉

図書祭滋本類衆名義抄と石山寺蔵本大般若経字抄k について

ハ
入
4〉

ハ三
三
2〉

(一
一
4〉

或
用
穏
字
〈ニ
O
六
3)

睦
『公、ム
登
ハ
シ
可
作
燈

更
に
こ
の
よ
う
な
例
も
あ
る 。

選
迦
公、
祖
可
川市
二
字
(ご
二
五
6〉

こ
れ
に
は
若
干の
説
明
が
必
要で
あ
ろ
う 。
も
と
斡
教
家
は 、
悉
品製
字
母

の
各々
に
特
殊
な
意
義を
附
し 、
こ
れ
を
字
相 、
字
義 、
叉
は
字
門と
称
し 、

字
観
に
よっ
て
断
惑
解
脱の
法
門
に
応
用し
て
い
る 。
そ
し
て
こ
の
場
合
の

字
数
は 、
諸
警の
所
説
が一
定
し
ない
の
で
あ
る
が

「
合
剛
頂
経」
「
文
殊
閉
経」
「
大
日

経」
は
五
十
字
門

一 .
大
浬繋
経」
は
十
四
音
五
十
字
義

「
大
荘
厳
経」
は
四
十
六
字
門

「
華
厳
経
入
法
界口問」
「
大
般
若
経
四
念
処口問」
が
四
十二
字
門

「
不
空
縞
索
経」
は
五
十
五
字
門
等で
あ
る 。

従っ
て 、
こ
こ
は 、
大
般
若
経
な
ど
の
四
十
ご
焚
字の一
つ
に
当て
た
漢

字
で
あ
る
「
袋
迦」
の品目
注
勺
、あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
こ
れ
こ
そ 、
会
任の

撰
し
た
学
管(
?〉
が
漢
籍
を
読
む
た
め
の
音
義
釈
注mに
は
な
く 、

仏
書
(
大

政
若
経)
を
読
む
た
め
の
字
書
で
あ
る
こ
と
を一双
寸
証
で
あ
ろ
う 。

相明
会、
占
掲
ツ
ク
音
義
注
潟 、
発区口
(強間〉
多
読
此
音 、
然
而

玉、
ハ
篇〉
切、
ハ
韻〉
皆
掲占
、
(
也〉
(一一一
何
回|〉

と
あ
る
の
は 、
仏
設
を
中
心
と
し
て
い
る
もの
の 、
玉
特胴・
切
韻
を
参
考
に

し
て
い
て 、
こ
れ
は
こ
の
寄
の
成
立
を
暗
に
物
語る
もの
勺
あ
る 。

こ
の
よ
う
に
み
わ
た
せ
ば 、
と
に
か
く 、

類
楽
名
義
抄の
所
拠
し
た
公
任

の
撰
す
る
字
書ハ
?〉
は 、
必
ず
や
大
般
若
経
の
音
義で
あ
る
と
い
う
推
定
が

十
分
成
り

立つ
こ
と
で
あ
ろ
う 。

ハ一
一
四
5)
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め
が
国
の
大
般
若
経
音
義

古
来
わ
が
国
で
作
ら
れ
た
大
般
若
経
の

意
，お
は
、

幾
種
も
あ
っ

た
こ
と
と

思
わ
れ
る
が、

そ
の
名
の
今
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、

大
体
次
の
よ
う
ぺに

あ
る
。

一、
信
行
ハ宝
色
頃
?
七
七
O
l
七
人
O
!〉
撰、
大
般
若
経
音
義
三
巻

石
山
寺
蔵
古紗
本「
大
般
若経
音
義中
巻」
は
平
安
朝
初期の
書
写で
お

っ
て、
古典
保
存会
刊の
複製
本
解
説に
は、
こ
れこ
そ
信
行の
か
と
橋

本
先
生
が
推
定
せ
ら
れて
い
る。

ま
た、
こ
れに
類し
た
もの
は
日
本
大
蔵
経
の
中
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る。

般
若
部
掌
疏、
「
大
般
若経
要
集
抄、
但一万
興
寺
沙
門信
行
撰、
三
巻
音

義
之
中
上
抄
等一
云
々
」

と
い
う
も
の
の
う
ち
に
と
ら
れ
た
も
の
が
そ
れ
で

土町
ヲQ
。

ご、
真
輿
(
承
平
間
l
克
弘
元、
九
三
凶
!一
O
O
凶
〉

撰、
大
般
若
経

音
訓
四
巻

現
在
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
寸
注
準
法
相
宗
章
疏
」
参

照
〉
三、
石
山一
切
経
蔵
長
究
二
年(
主)
書
写
の
奥書
あ
る、
大
般
若
経

学
抄一
巻

表
題
に
は
大
般
若
経
音
義と
あ
る。

石
山
寺
蔵
聖
教
目
録
に「
大
般
若経
音
義一
帖」
と
載
せ
ら
れて
あ
る
も

の
が
こ
れ
勺
あ
る
の
か、
あ
るい
は
伝信
行
撰の
古
紗
本
大
般
若
経
音
義

明」
あ
る
の
か、
ど
ち
ら
か
は
不
明
で
あ
る。

回、
「
弘安
九
年(ト
む)十
月
云
ご
とい
う
記
載の
ある
大
般
若経
音
義

同氏
友久
徳高
文
氏の
教一双
に
よっ
て
その
大
体を
知るこ
と
がで
きた.

五.、
無
窮
会
所
蔵

大
般
若
経
音
義
上
巻

鎌
倉
時
代
の
写
本。

(
山
岡
孝
雄
「
国
語
都子
氏
」

参
照〉

東
京
大
学
国
語
研
究
袋
に
は
、

こ
の
彩
写
本
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る。

六、
旧
久
原
文
庫
所
蔵
古
紗
本
大
般
若
経
音
義一
巻

吉
野
時
代
前
後
の
写
本。
(
和
阿
紋
四
郎、
「
訪
合
余
録
」

第
二
筑
所
載〉

七、

問
弁
慎
吾
氏
蔵、

大
般
若
経
音
義
上
巻

同
氏
箸「
日
本
漢字
学
史」
参
照、
鎌倉
初期の
書
写か。

入、
名
古
屋
真福
寺
蔵
大
般
若経
音
義上
下一一
巻

室
町
時
代
の
書
写。

ll
(
真
福
・品寸
法日
本
日
比持
参
照〉
〔
註
一
U

この
中、
伝
信
行の
もの
は
熟
合し
た一
混同
党
穂
出し
、

そ
の
一
字一
字

を
反
切
に
よっ
て
注
音し
、

漢
文
で
そ
の
字の
意
義
を
解
説
す
る
と
い
うの

が、
その
大
休明、
あ
る。

弘安九
年
木、
無
窮会
本、
田
久
原
文
庫
本、
岡井
氏本は
こ
れと
違い、

主と
して一
字一
字を
標
出し、
そ
れを
反切に
よっ
て、注
音し
た
の、
そ

の

意
義
を
漢
字
に
よっ
て
解
説
す
る
と
い
う
こ
と
が
少
い。
文
字の
標出、

音
訓
の
注
し
方
に
お
い
て
、

全
〈
同
じ
性
質
で
あっ
て、
す
べ
て一
類
の
も

の
と
恩
わ
れ
る。

た
だ、
大
般
若経
字
抄だ
け
が、
特
別の
系
統の
もの
で
あっ
て、
丁
度、

前
二
者
の
中
間
的
た
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

即
ち、

音
波
は
「
附
」

の
字
に

対
して
「
品目
脱」
と
附
L
、

宮
た
「
抑制
活
反」
と
も
添
え、
「
狼」
の
字
に

対して、
「
音
禾以」
と
も「
烏快
反」
と
も
附
して、
反
切と
か、
また、

仮
名と
か
で
注
音
す
る
こ
と
がある
が、

多
く
は
殆
ん
ど、
日
本
式
の
漢
字

音
で
は
同
音と
な
る
漢
字、
即
ち
類
音
字
を
もっ
て
注
音して
い
る
の
で
あ
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る 。
例
え
ば 、

一
抑
音
億」
「
鞭
音
厄」
と
い
う
の
類モ
あ
る 。

ま
た 、
漢
字
に
よっ
て
その
意
義
を
解
説
す
る
こ
と
は

棋
恰 、
ハ
音〉
裳
伊
和
悦
也

の
よ
う
な
例
が
あ
る 。
と
れ
が 、
無
窮
会
本
そ
の
他
に
な
る
と 、

熊
ハ
音)
幾
ヤハ
ラ
カ
ナ
リ

と
い
う
よ
う
に
和
訓
を
仮
名モ
註
す
る
こ
と
が
原
則
と
なっ
て
い
る 。

な
お 、
大
般
若
経
学
抄
に
い
く
ら
か

蓄
音
竹
タ
グハ
フ
菊
音
モ
ノ
ヤシ
ナフ

の
よ
う
な
ご
つ
以
上
の
音
や
訓
を
附
し
た
例
もふめ
る
が 、
そ
れ
は
大
般
若
経

の
文
意と
の
聯
関
を
顧
慮
し
な
い
守 、
語
義を
載せ
て
い
る
の
で
は
な
く

て 、
も
し
多
義
多
音
を
附
し
た
時
は 、
多
く
「
随
処
可
読」
と
か 、
「
臨
時

適
用」
と
か
記
し
て 、
そ
の
場
に
あて
は
ま
る
解
を
しに
る
よ
う
に
と
説
い
て

い
る
の
で
為
る
か
ら 、
字
抄
守
は 、
多
議
中の一
を
とっ
て
記
す
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
る
と
考
えて
よ
か
ろ
う 。
と
こ
ろ
が 、
大
体 、
後の
時
代の
も

の
は一
語
に
多
音
多
義
を
附
し 、
集
大
成
的
な
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
傾
向

が
み
えて
い
る 。大般
若
経
字
妙
の
成
立

更
に
く

わ
し
く
大
般
若
経
字
抄
の
内
容
に
つ
い
て
調べ
て
み
よ
う 。

私
が
は
じ
め
て
字
抄
を
知っ
た
の
は 、
昭
和
十
年
の
夏の
事 、
京
都
大
学

附
属
図
書
館の
片
隅で
見
た
時で
あっ
た 。
そ
れ
は
誤
字 、
脱
字
が
多い
よ

う
で、
判
読
も
困
難
な
小
品川
子
で
るっ
た
が 、
中
に
「
呉
音・を
以
て
注
す」

と
記し
で
あっ
た
の
に
気
を
惹
か
れ
た 。
幸い
に 、
畏
友
鈴
木一
男
氏の
櫛

厚
意
に
よっ
て、
そ
れ
か
ら
の
転
字
本
を
恵
ま
れ
た
。

が、
も
と
も
と
、

原

本
に
不
明
な
と
こ
ろ
も
多い
の
か 、
京
都
大
学の
本
が
余
り
よ
い
写
本で
は

な
い
の
で 、
そ
れ
か
ら
の
転
字
本
は 、
判ず
る
の
に
闘
し
む
と
こ
ろ
を
加
え

た 。
け
れ
ど
も 、
そ
の
音
注
は 、
観
智
院
本
類
表
名
義
抄
に
呉
音
と
し
て
注

記
し
て
い
る
も
の
と一
致
す
る
と
こ
ろ
が
す
こ
ぶ
る
多
く 、
そ
の
故
に
こ
の

容
は
字
音
研
究の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
私の
珍
震
し
て
い
た
も
の
で

あ
る 。

a
s
て 、
こ
の
警
は
実
は
岡
田
希
雄
氏
が、
既
に
大
正
の
頃
か
ら「
大
般
若

経
音
義」

と
い
う
名
で
利
用
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が 、

氏
は
「
大
般

若
経
音
義」

即
ち
こ
の
字
抄
に
つ
い
て
は
大
略

一 、
二
僚
天
皇
長
究ニ
年
謄
写の
奥
書
が
あ
る
だ
け
守 、
出
来た
年
代
は

明
ら
か
℃
な
い 。

二、
大
般
若
経
音
義
(
即
ち
宇
抄)
と、
相潮
来
名
義
抄
と
の
関
係
ω
有
無

を
確
め
る
為
に
十
分
な
材
料
は
みつ
か
ら
な
い 。

と 、
「
類
楽
名
義
抄
の
研
究」)(- 一一
期)
に
述べ
て
お
ら
れ
る
だ
け
引に
あ
る。

も
と
も
と
字
抄
に
は 、
そ
の
中
間の
経
第
六
十
峡
の
と
こ
ろの
末
に 、
序

と
も
み
る
べ
き
もの
が
あっ
て 、
そ
れ
に
は
大
般
若
経
音
義の
撰
述
事
情
と

仕
組
と
を
述べ
て
い
る
の
で
あ
る
が 、
思
う
に 、
岡
田
氏は 、
こ
の
中
間
に
あ

る
編
纂
趣
旨
め
い
た
と
こ
ろ
を
看
過
せ
ら
れて
い
た
の
で
あ
ろ
う ・
こ
の
字

抄
撰
述
の
所
以
は
後に
なっ
て 、
問
弁
慎
吾
氏
が
紹
介
せ
ら
れ
た
の
で 、
大

体 、
皇阿
国
文
第
七
巻
第二
号(
認十)
所
載の
「
大
般
若
経
字
抄
に
つ
い

て」
と
い
う
岡
井
氏の
説
明
に
従
う
こ
と
と
す
る
け
れ
ど
も
前
に
も
記
し
た

よ
う
に 、
本
文
に
誤
字・
脱
字
な
ど
が
あっ
て 、
意
味の
取れ
難い
所
も
あ

る
し 、
中
に 、
氏
が
誤
解せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
か
ら 、
そ
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れ
を
橋
正
し
て 、
その
大
意を
述べ
る
こ
と
と
す
る 。

そ
の
序
は
、

ま
ず
、

大
般
若
経

読
諦の
功
徳
を
説
い
て
径
を
起
L
、

一 、
読
請
に
当つ
て
は 、

制問漏
紋
穆
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば 、
功
徳

の
な
い
こ
と
を
述べ
て
い
る 。

二
、

従っ
て
、

正
し
く
文

章
を
解
す
る
こ
と
が
大
切
℃
あ
る
が
、

そ
の
為

に
は 、
経
文
の
文
字
に
つ
い
て
音
と
義
と
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、。‘しW
一二、
次
に
少
し
く
原
文

を
引
く
、

.‘

品別

検

近

代

人

々
、

所

撰-
Z
日

義
、

或

跳

立

筑

詳

声
、

捜

所

在

之

間

早

雛

転

説
、

或

錐

経

快

指

俗
、

集

反

骨

之

処

自

致

停

帯
、

知

之

隠

晋

而

迷

旨

意

不

允

号

ハ

者

力
〉

有
一

二
、

知

而

不

改

訪

後

人

何
、

こ
の
文
に
よ
れ
ば 、
経
文の
音
義
を
説
く
も
の
と
し
て
は 、
部
類
別の
も

の
と
、

巻
の

阪
な
が
ら
反
切
を
用い
た

も
の
と
が、
当
時
既
に
存
し
た
こ
と

が
わ
か
る 。
し
か
し
、

その
組
織
が
字
形
を
標
準
と
し
、

偏
傍
を
共
通
し
た

もの
を
部
門
を
分
ち一
括
し
て
集
め 、
そ
の
音
訓
を
注
釈
す
る
玉
簡の
如
き

字
書
ゃ 、
四
声
を
基
と
し 、
音
韻
に
よっ
て
分
類
裳
祭
し
た
切
韻
の
如
、ヲ
韻

番
早に
あっ
て
は 、
そ
の
文
字
を
採
す
の
に
暇
が
か
か
り 、

経
文
転
読の
妨
げ

と
な
る 。
ま
た 、
経
峡の
即
序
に
字
句
を
並べ
て
所
要の
文
字
を
直
ぐ
見
出

せ
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
も 、
若
し
反
切
に
よっ
て
字
音
を
注
し
た
の
で

は 、
そ
の
音
を
た
ち
と
こ
ろ
に
案
ず
る
事
が
困
難γと
あ
る 。
そ
の
上 、
か
れ

こ
れ
を
考
え
る
の
に 、
その
音
や
義の
中
に
も
適
切
で
な
い
所
説
が
ま
ま
み

ら
れ
る 。
当
然
そ
れ
ら
の
事
は 、
後
人の
た
め
に
改め
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
故 、
こ
の
書
の
組
織
は
次
の
よ
う
で
あ
る 。

凶
、

今

任

倉

純

之

次
、

花

以

漢

失

二

一一品円

相

同

之

字
、

藤

英
一山
田

不

遜

至

子

淡

知刊
γ小一
溺
知
之
字、

不
敢
則
之
、

偏
依
日六
一音べ

別
扱
〈
殺
力
〉

正
元円、

求

以
仮
名
注
之
、

不
服
碩
学
之
相
朝
ハ
酬明
カ
)、
険
欲
瑚
ハ
波)

オ
之
易
読

者
也 。

つ
ま
り 、

今
は
巻
軸
の
次
第
を
追っ
て
文
字
を
抽
出し
て
並べ 、
そ
れ
に
淡

島〈ご
音の
相
同
じ
き
字
を
選
ん
で 、
音
注
を
附
す
る
事
と
し
た
と
い
う
の止と

あ
る 。し

か
し 、
中で
その
二
音
の
迷
わ
な
い
もの
が
あっ
た
と
し
て
も 、
品目
註

に
用い
る
為の
文
字
が 、
日
常
普
遜・じ
な
い
よ
う
な
文
字勺
あ
る
時
は 、
こ

れ
を
採
る
事
を
避
け 、
普
通
目
に
触
れ
て
い
る
文
字の
呉
音
に
よっ
て
注
音

し 、
その
時
は
別
に
正
音
本
載せ
る
事
と
す
る 。
‘あ
る
い
は 、
全
然
仮
名
に

よっ
て
注
音
す
る
事
も
あ
る 。
そ
の
趣
旨
は 、
別
に
碩
学の
入の
非
難
が
あ

る

》

も

伽
れ

な

い

が
、

た

だ

浅

学

の

人
々

に

読

み

易

く

し
、

簡

便
・

明

確

に

字
音
を
注
す
る
宮中止を
目
的
と
す
る
か
ら
で
、あ
る
と
述べ
て
い
る
の
で
あ
る 。

こ
の
法
式
は
ま
こ
と
に
面
白
い
仕
組mに
あ
る
が 、
当
然
こ
の
警
の
編
者
自
身

の
案
に
よ
る
もの
と
思
わ
れ
る 。
そ
し
て 、
こ
の
趣
旨
を
岡
井
氏は
「
果
音

を
明
ら
か
に
す
る
を
目
的
と
す」
と
解
説せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
し
か

し 、
む
し
ろ 、
文
字の
正
し
い
音
ハ
正
晋〉
を
重
視
し 、
そ
れ
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
目
的
か
ら 、
か
か
る
法
式
を
考
案
し
た
もの
で
あ
る
と
い
う

事
は 、
断
言
す
る
率 一戸
出
来
よ
う 。

北

山

抄

の

官

奏

の

結

文

の

事

に

載

せ

た

経

頼

卿

育

標

番

目

と

題

し

た

文

中

コシ'ta7Jタチ，，ク二ギピ，EチJ-νヲノクユ

に
「
史
者
越
前

術
後

等
之
類
也 、
大
臣
不
然 、
只
用
央

音、

今
案
弁
叉
准
之
」

と
あ
る
の
を
見
れ
ば、

も
と、

や
ま
と
こ
と
は
で
読
んぺに
い
た
国
名
な
ど
を

そ
の
頃
は
渓
諾
よ
み、

し
か
も
呉
音
で
読
む
と
い
う
の
が、

大
臣
の
常
習
と
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なっ
て
い
る
と
見
ら
れ
る。

こ
れ
か
ら
み
て、
呉
音
が
当
時
適
用の
字
音
と
なっ
て
来た
有
様
が
想
像

せ
ら
れ、
従っ
て、
ま
た
そ
う
い
う
呉
音
を
音
注に
あ
わせ
附
す
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
事
情
も生
じ
た-」
と
が
容
易に
推
察せ
ら
れ
る
mに
あ
ろ
う。
円
註・二U

五、
最
後に、
経
文の
考
定
に
Jh
多
大
の
注
意を
払っ
て
い
る。
即
ち、

法
相
山市
学
従
(
徒
力
〉

勘
抽出
品川
余
所
附
文、

井
或
普
義
賊(
疑
力
)
股
落、

精
巣
本
之
交
等
於
有
証
者、
此
以
注
附、
倹
帝都
哲
之
取
拾

法
相
宗の
人
達
が、
経
文
中に
三
十
余ケ
僚の
闘
文の
あ
る
事
を
勘進
し

て
い
る
し、
或品目
義
に
は
脱
落
あ
る
か、
と
疑っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
る
の

守、
異
本
と
照
し
合
わせ
て、
証
と
すべ
き
もの
が
あっ
た
ら、
そ
れ
を
附

記
し
て
後
来の
学
者の
参
考
に
供し
た
い
と
述べ
て
い
る
の
モ
あ
る。

(
な
お
、

後
人
が
経
文
の
股
務
の
女
た
正
す
べ
き
事
は
、

ま
れ、

こ
れ
ら

の
研
究
の
末
に
も
智
皮
論
在
援
用
し
て
詳
し
〈
設
明
し
て
い
る
。〉

結
局、
大
般
若
経
字
抄は、
一
般
字
誌の
類
と
い
う
よ
り
も、
大
般
若
経

の
研
究誌
と
い
う
色
彩の
強
い
もの
勺
あっ
て、
こ
の
替
の
内
容と
組
織
は

一、
字
音・
字
義を
附
す
る
と
共に、・

二、
闘
文
剰
文
につ
い
て
も
述べ
る
もの

で
・ゅの
る。
雲
中
に、
本
文の
異
聞
につ
い
て
述べ
る
こ
と
の
多い
事
を
岡
井

氏
は
不・穏と
せ
ら
れ
た
よ
う
で
ある
が、
その
訳
も、
こ
こ
を
考
え
れ
ば
氷

解
す
る
筈の
こ
と
で
あ
る。

大
般
若
経
字
抄
の
内
容

大
般
若
経
字
抄
は、
こ
う
し
た
趣
旨に
基づ
い
て
作ら
れ
た
ものベに
あ
る

か
ら、一、

火
般
若
経の
巻
供の
順
序に
文
字
を
抽
出し
て、
そ
れ
に
音
訓
を
附

し
て
い
る。

そ
の
注
音の
も
ょ
う
は、

@
銀
ハ
音
根〉
の
よ
う
に、
標
出し
た
文
字の
右
に、
類
音
字
を
も3

て
音
註
をつ
け
る。

@
ハ
疋
径)
腔
ハ
音
経〉
の
よ
う
に、
標
出し
た
文
字の
渇
に、
類
音

字
を
もっ
て
音
設を
附
す
る
と
共に、
疋
音
を
その
上
に
記
す。

@
ハ
古
廻
反)
魁
(品目
火
以〉
の
よ
う
に、
音
註
を
仮
名でつ
け
る
事

も
あ
る。
@、
@の
場
合、
正
音
は
類
音
字、
あ
る
い
は
反
切
を
もっ

て一戒
す。

①の
「
限」
字
に「
音
根」と
注
音
し
た
時、
こ
の
替の
法
式で
は、
「
根ー一

の
漢
音
も、
呉
音
も
同
音で
ゐ
る
答で
おっ
て、
こ
れ
を
臭
音で
読
ん
で
も、

漢
音勺
読
ん
勺
も、
結
局、
被
注
字「
限」
の
正
し
い
発
音
を一双
す
事と
な

る
の
で
あ
る。
「
根」
字を
漢
音勺
読
め
ば、
被
注
字「
限」
の
漢
音
を一双

す
事と
な
り。
臭
音mu
読
め
ば、
その
呉
音
を一戒
す
事
と
な
る
と
い，う
意
味

で
は
決
し
て
な
い、
い
い
か
え
る
と
字
抄は、
漢
音
と
呉
音
を
共に
示
す
と

い
う
趣
旨で
あ
る
訳で
は
ない
の
で
あ
る。
念の
為
に、
「
限」
・
「
根」一一

字
を
広
韻
に
よっ
て
調べ
て
み
る
と、
同
音
即
ち
同
声
同
韻
で
あ
る。

①
の
「
陛」
字
を「且日
経
疋
径」
と
注
音
し
た
の
は、
「
陛」
字の
音
を

あ
ら
わ
すの
に、
漢
音・
呉
音の
相
同
じ台
、ゆめ
る
日
常
普
通の
文
字
が
ない

の
で、
ま
ず
二日
経」
と
記
し
た
の
で
あ
る
が、
その
「
経」
学
を
呉
音で

読
む
時、
そ
れ
が
標
出
字「
鰹」の
正
し
い
音
を一訴
す
事
と
な
る
の
モ
あ
る。

そ
れ
は
ま
た、
「
正
音
径」
と
し
て
示
さ
れ
る
「
径・一
字の
発
音
と
同
じ
も
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の
と
な
る
守
、あ
ろ
う。
こ
の
五
音
は
、

時
に
反
切
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
事
も

あ
る。

つ
ま
り
こ
の
仕
組
は、

あ
く
まmに
も、

標
出
字
の
正
し
い
音
聖
水
す

事
を
注
音
の
主
眼と
し
た
也
の
で
あ
る。

こ
こ
か
ら
考
えて
み
て
も、

岡
井

氏
が
「
果
音
を
明
ら
か
に
す
る
事
を
目
的と
す」
と
説
明
し、
そ
れ
が
当
時

の
韓
請
音市に
あ
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
の
は
誤
解明」
あ
ろ
う。
勿
論、

「
音
何
百
何」
と
対
照
し
て
載せ
ら
れ
た
もの
に
就い
て
調べ
て
み
れ
ば、

こ
の
書
で
い
う

漢
音・
呉
音
が
ど
ん
た
遠
い
を
も
っ
て
い
る
、も
の
で
あ
る
か

と
い
う
事
は
わ
か
る
筈
の
も
の
だ
あ
る
が、
そ
の
調
査
の
結
果は
、

別
の
と

こ
ろ
に
発
表
す
る
事と
す
る。
〔
註
三
〕

③
仮
名
に
よ
る
注
音
は
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
魁」
・
積・
潰
・
塊'一

音
火
以

一
脱」

音
下
以

一
狼」

音
禾
以

あ
る
い
は
音
和
以

「
嬬」

音
五
字

二
、

ま
た、

三
十
余
の

闘
文
につ
い
て
の
研
究
が
あ
る・

そ
の
中
で
も、

大
般
若
経
巻
第
七
十
九
の
所
に
は、

僧
都
臥
仰
が、

そ
こ

の
闘
文
を
札
定
ぜ
ら
れ
ん
事
を
請う
た
由
を
書
き
記
し
て
い
る
。

即
ち、

鵡
入
四
枚
色
処
等
六
境
文
十
五
行
二
百
五
十
五
字、

諸
本
元
之
、

第
二
分

布
央、

健
籾
殻
久
申
請
分
ハ
欠
力
〉

処
、

此
文
可
載
之
曲、

仰
被
閥
諸
字

ハ
宗
力
)、

皆
山叩
時的
本
不
見
、

位
股
務
分
明
也、

法
制山部
巾
之
事
理
可
然、

但
輿
願
寺
唐
本
元
之、

日延
尤
可
珍
重
之
経
也、

刊本
被
載
之
品川
余
所
文、

有

可
載
之
文
者、
因
之
不
裁
也、
而
栖
霞
ヰ寸
摺
本
有
此
文
(
叉
本
他
一
一
向
本
也
〉

こ
こ
に
い
う
厳
久
僧
都は
、

天
台
宗
延
暦
寺
の
僧
守
、

市川
信
の
弟
子、

花
山

僧
都
と
も一
式
わ
れ
る
者
で
る
る。

寛
弘
五
年
五
月
十
日
入
滅
し
史
。

厳
久
が

大
般
若
経
闘
文
の
札
定
を
請
う
た
事
は、

長
保
四
年
十
月
十
六
日
の
事
守
、

翌
五
年二
月
十
六
日、

こ
の
申
請
に
基
づ
い
て
、

諸
宗
を
し
て
こ
れ
を
勘
申

せ
し
め
ら
れ
る
惑
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
の
記
載は
、

こ
の
事
実
と
照

応
す
る
。

詳
細
は
日
本
大
蔵
経
般
若
部
章
疏
所
収
大
般
若
経
要
集
抄
附
録
に

融制せ
ら
れで
い
る
が、
その
時の
諸
宗の
勘
申の「
つ
で
あ
る、
興
福
寺
法

宗
祖
学
衆
の
も
の
に
は、

「
こ
の
個
所
の
股
務
し
て
い
る
こ
と
は
分
明
で
あ
る
か、

古
来
大
徳
L
わ

か
っ
て
い
な
が
ら
こ
れ
ら
裁
ぜ
な
か
っ
れ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

末
代
の
浅

学
が
ど・
ー
し
て
補
入
す
る
事
が
出
来
￡
ぅ
。

ま
し
て
、

此
経
の
閥
文
は
れ

に
こ
の
一
ケ
所
の
み
な
ら
ず、

総
計
三
十
一

所
千
余
字
ル
数
え
る
。

若
し

こ
の
一
ケ
所
在
補
入
し
て
L
い
L
の
な
ら
ば、

他
谷
の
七
百
余人
宇
L
ま
れ

補
入
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」

と
述
ぺ
、

昔、

玄
坊
が、
唐
の
開
明
寺
の
疋
本
令
請
来
し
た
も
の
で
あ
る「
興

福
寺
唐
木」
と
照
合
し
て
、

三
十一
所
の
闘
す〈
そ

勘申
し
た
。

長
保
五
年
九

月
の
事
情L
あ
る
。

こ
の
闘
文
を
記
注
し
た
真
興
は、
興
福
寺
中
算
の
弟
子
守、

寛
弘
元
年
十
月
汁
三
日
訳、

図
替
察
本
類
匹見
名
義
抄
に
も
多
く
そ
の
名
を
引

か
れ
て
い
る
そ
の
人
で
あ
る。

前
に
引
い
た
字
抄
の
文
に、
「
法
柑
宗一
x

hこ

「
品川
余
所
文一
云
々
」
と
い
う
の
は、
そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
っ
て
い
る
の
令
あ

っ
て
、

字
抄
で
は、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、一
つ一
つ
栖注
寺
摺
木、

円
成
寺
唐

本、・
山
階
唐
本、
韓日
門
寺
本
そ
の
的
倭
漢
の
諸
本
を
誌
と
し
て
あ
げ
て
い
く

訳
mに
あ
る。

こ
の
場
合、
最
ホ
多
く
普
門
寺
の
資
料
そ
用
い
て
い
る
事
は
、.

撰
者
介
普
門
寺
と
の
関
係
が
よ
り

深
い
惑
を
恩
わ
せ
る
も
の
守
あ
る。

普
門

寺は
寺
門
派
に
腐
し
、

崎
蛤
日
記
の
著
者
道
網
母
の
叔
父
に
当
る
僧
都
問
肇

が
い
た
寺
で
あ
る
。

権
記
に
「
究
弘
五
年
九
月
十
日、
相
逢
明
壁
僧
都、一
双
音
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図書架蔵本長貢表名義抄と石山寺重量本大般若経字抄とについて

議
事」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と、
明
撃
も
音
義
奮
を
撰し
て
い
る
の
勺
あ

ろ
う
か
。
〔
設
問〕
と
に
か
く
当
様、

厳
久
僧
都
の
申
請
が
あ
っ
て
か
ら
引
続

い
て
諮
本
対
校の
研
究が
行
わ
れ
た
もの
で
あ
ろ
う
か
ら、
字
抄の
成
立
も、

こ
の
長
保
五
年(トヨ)
以
後さ
ほ
ど
速
く
を
距
て
ない
で
あ
ろ
う
左
推
察
す

る
事
は
許
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に、
字
抄
は、
普
通
の
音
義
類の
知
くv
大
般
若経
読
読
解
釈の

た
め
に
必
要
な
語
句
を
摘
出し
て、
そ
の
発
音
と
音
義
と
を
示
し
た
上
に、

諸
本
に
お
け
る
経
文
の
異
聞
につ
い
て
も
述べ
て
い
る
もの
で
あ
る
。

更
に

そ
の
あ
と
に
は
、

ィ
、

中
算
の
大
般
若
略
碩
そ
附
し、

ロ
、

知
度
論
を
引
い
て
、

・本
文
研
究
の
大
切
な
こ
と
を
説
き、

・
ハ
、

焚
諾・
漢
語と
標し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
類
楽
し
た
も
の
と、.

ニ、
出
願
経・
毘
婆
沙
諭・
勝
天
王
般
若
経
な
ど
の
経
文
を
引
用、
註
解

し
た
も
の
、

ホ
、

大
般
若
陀
羅
尼、

そ
記
し
て
い
る
。

こ
の
中、

付
林凡
革問
・

漢
詩
は
、

岡
井
氏
本
大
般
若
経
音
義

に
も
か
か
る
題
目
の
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が、

悼
の
諸
経
を
引
用し
た
郁
分
の
中
程
に
「
拒」
(
仰
具の
名)

「
商
陪
花
ハ
イ
ヲ
ス
キ
ノ
ハ
ナ
ど
と
い
う
ご
語
の
解
が
記
し
で
あ
っ
て
、

そ

の
部
分
に
、

既
に
岡
田
希
検
氏
が「
大
般
若
経
音
義」
と
い
う
名で
利
用
せ

ら
れ
た
時
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
もの
で
ら
る
が、

長一
冗

五

年
九
月
廿
九
日
承
御
室
仰
了

と
い
う一
行
が
あ
る
。

前の
叙
述
守
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
の
あ
た
り

は
前
後の
つ
づ
き日六
合
が
よ
〈
わ
か
ら
ない
の
守、
問
弁
氏
以
「
長
元
五
年

ノ

九
月-
x
h
の
一

行
は
、
・
こ
の
行
以
前
の
す
べ
て
そ
指
す
か
、

こ
の
行
の
解
の

み
を
い
う
か
不
明
」

と
い
い
、

岡
田
氏
は
「
音
義
の
出
来
た
時
代
と
関
係
が

あ
り
そ
う
に
も
思
え
な
い」
と
述べ
て
お
ら
れ
る
。

勿
論こ
こ
守
「
御
室」

と
い
う
の
は、
「
仁
和
寺
御
室」
の
事情」
あ
る・
澗
雅
信の
第三
息
で
ある

仁
和
寺
大
僧
亙
済
信
が
長
元
三
年
六
月
十一
日
に
な
《
沿
っ
て
、

後に
大
御

室
と
称
せ
ら
れ
た
博
識
多
能
な
性
信
准
三
后
が
門
跡
と
な
っ
て
お
ら
れ
た
か

ら、

こ
の
一

行
の
意
味
は
恐
ら
〈、

そ
の
方
の
教一
況
を
う
け
て
こ
の
所
を
記

し
た
と
い
う
事勺
あ
ろ
う。

ま
た、

同
の
部
分
の
最
後
に

長
兆
二
年
〈
巾
巾)
=一
月
十
九
日
巾
時
以
知
鏡
-w
本
於
高
橋
御
家
合
之、

淳
算
(
生
廿一ニ〉

と
い
っ
た
奥
書
が
あ
る
。

次
に
帥
陀
緩
尼
を
の
せ
、

さ
ら
に
、

長
究
二
年(
叩
中)
九
月
晦
日
午
時
於
ロ
ロ
ロ
為
奉
受、

〉-
記
し
て
い
る。
こ
の
淳
算は
嘉
応ご
年に
「
降三
世
儀
軌一
巻」
ハ石
山

寺
議〉
を
書
写
し
て
い
る
の
と
同
人で
あ

うっ。
(
一部
即
日)

こ
れ
を
見
る
と、
ま
た、
大
般
若
陀
羅
尼
は、
後の
時
に
培
加
せ
ら
れ
た

もの
で
あろ
う
か。
つ
ま
りこ
の
部
分
は
、

木
来の
字
抄
に
は
な
か
っ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
疑
が
生
じ
る
の
で
あ
る。

大
般
若
経
字
妙
は
公
怪
の
撰

付

さ
て、
大
般
若
経
字
抄と
観
智
院
本
相用
車両
名
義
抄
と
を
比
較
し
た
降、

字・

抄
の
音
注
が
観
智
院
本
に
「
呉
音」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に一
致
す

る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
事
は、
く
り
か
え
す
必
要
も
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ

が、

図
面腎
察
本
類
衆
名
義
抄
の
罰
載
vf
観
智
院
本
と
を
比
べ
て
み
る
と
、

例
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え
ば、注

→公
、

趣
ハ
閃
・

九
6
)

英
、

趣
ハ
観
・

法
上
位山
)

歯

司公
、

英
、

魯・
ハ
図
・

二ニ
ニ
5
〉

央
、

魯
〈
観
・

訟
上
ω
〉

汎
英、
会
任、
臨
〈
図
・

八
4)

呉、
臨
ハ
観
・

法
上
8〉

の
よ
う
に、
観
智
院本市ヒ
は、
岡
野
安
本
に
「
英、
公、」
「
会
任、」「
公

、」
等ar
記し
て
い
る
もの
を
すべ
て
同
じ
よ
う
に
「
呉
音」
と
し
て
記
し

て
い
る
の
で
あ
る。
従っ
て、
た
だ
に、
音
注の
み
な
ら
子
関
警
察
本
に「
公

一去」
とし
て
引
用し
て
い
る
もの
の
すべ
て
につ
い
て
調べ
て、
そ
れ
を
字

抄Lf
較べ
あ
わ
ぜ
て
み
る
こ
と
と
す
る。
即
ち、
会
任
卿の
大
般
若
経の
音

義
脅
か
ら
の
引
用
を
大
般
若
経
字
抄の
記
載と
比
較し
て
み
る
事に
す
る
わ

け
で
あ
る。

「白
」‘

何
と
篇
〈べ
き
一
致だ
ろ
う。
図
警察
本
に「
呉、
公、」-
釦
こ
「公

、」
等Lr
記し
て
引い
た
も
の
は一
O一
あ
る
が、
その
中、
図
諮
樹党
本の

中に
あっ
て
字
抄の
中
に
見
え
な
い
項
目は
入
を
数
え
る
だ
け
で
あ
る。
図

書
察
本
と
字
抄と
台、
注
音の一
致
す
る
もの
が
極め
て
多い
事は
改め
て

い
う
まで
も
な
い。
一
致し
て
い
ない
もの
は、
わ
ず
か
に
犬。

両
者の一
致す
る
もの
の
中、
特
に
注
意すべ
ぎ
引
用
を
列
記し
て
み
る。

①
務

会
任
卿一
三

位
疋
弟 、

涙
悌
問 、

但
紡
、
|

表
具
液
也 、

突
時
所
出

欺 、

l
者
爪
、

ハ
ナ一
云
々
〈
図
・

三
七
3
v

字
抄
は、
「
潟、
品目
位、
ス、
ハ
ナ、
五
弟」
と
らっ
て、
別
に
粁
聞の

と
こ
ろ
に、「
涙
沸::・::
ス、
ハ
ナ
云一式」
が
記さ
れて
い
る。
従っ
て、

こ
の
と
こ
ろ
は
字
抄
に
本
来
な
かっ
た
もの
を
後に
補
記
し
た
の
か
と
疑
わ

れ
ない
訳
で
も
ない。

⑨
約
公、占
券
文
京、
正
可
作
絢、
或円
豆
、
原
節
也、
王
竹
(
篇〉
絢

午、
谷
作
オ
匂、
而
戸
類
作
i一玄々
、
上
有
括
円
節、
骨
不
現
之
好、
猶

非
属
節
欺、
ハ
図
・
三
O
九
2)

こ
れ
も一
致し
て
い
る。
し
か
し、
字
抄
に
は、
「
約」
の
と
こ
ろ
で、

「
約
音
券::・
屑
節
也」
と
だ
け
注
し
で
あっ
て、
あ
と
は
その
欄
外
に

記
入せ
ら
れて
い
る
もの
で
あ
る。
こ
こ
で
は
少
く
も
前
半
だ
け
は、
木
来

の
字
抄
に
む
あっ
た
ものmに
あ
る
事
を
疑
う
こ
と
は
で
き
ない。

@
無
端
真、:・
今
集
初
分也、

然
第三
分一玄
無
縁、
英
義一
也、
ァ
ヂ

キ
ナ
シ

→公、
ハ
図
・
一

二
五
6〉

字
抄
に
「
元
端
ア
チ
キ
ナ
シ
第三
分
元
縁一友一玄
ヨ
シ
ナ
シ」
円
註五U

と
あ
る。
こ
こ
で
は、
「
真
云:::
今
案一玄
んこ
の
最
後
に
「
公一
さ
と
ゆめ
る

の
で
あ
る
が、
と
の
意
味は
「
真、一疋々
」
と
内
容の
似
た
注
が、
会
任の

に
も
あ
る
と
い
う
事
か
と
恩
わ
れ
る。
図
書
察
本二
O一・一
2
に
「
梯
陵、
真

・
階
梯!
也、
→公一玄」
と
るっ
て、
こ
れ
が
字
抄
に
は
「
梯
燈
下
正
可
作

殴」
と
あ
る。
経
文に
「
躍」、
「
燈」
と
し
て
あ
る
け
れ
ど
も、
「
障」
と

す
る
の
が
よ
い
と
い
う
説に
お
い
て
同
じ
だ
と
い
う
意
味だ
あ
ろ
う。

④
邪
→公、
或
音
義
邪
耶
同
字
云々
、
例
検
字
書、
邪
者
鬼
病、
又
(
字
抄

「
日」
字
わ
り)
魅
天、
邪
ハ字
抄
「耶」
カ〉
者
父、
叉
詞
也、
音
訓

己
具、
侭
或
適
用也
(宇
抄
「
歎」〉・
ハ
図、
一
七
阿
7〉

字
抄
も
殆
ん
ど
同
文、
(

〉
内の
文
字の
相
迷
が
あ
る
だ
け
で
ある。

特
に
前
に
も
示
し
た
の
で
あ
る
が、

@
諮
問
高、
真一玄
或
木
作
山、
不
可
依
#、
公、
或
智
義
〈
如，上〉、
今
案
此

学
不
得
心、
学
己
霊
山、
の
写
誤
敷、
摺
本
弁
普
門
寺
本
山
字
也、
五
十

八
供、
(
図
・
一

四
一

2〉

を
次の
字
抄の
記
載と
対
照し
て
み
た
い。
字
抄に
は
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諮
問
高
者

或
音
義一
玄
有
本
出
字
作
山、
不
可
依
苧
云
、々

今
案
此
字
不

得
英
意、

字
己
霊
山、

若
写
誤
殿、

的
検
諸
木
彼
此
不
問、

但
摺
本
弁
普

門
寺
本
山
字
也、

両
者
を
あ
わ
せ
考
え
る
と、
ま
ず、

宇
抄
に
「
或
音
義」
と
記
し
い
る
も

の
の
一
つ
は、

真
輿
の
も
の
か
と
恩
わ
れ
る
訳日に
あ
る
が、

若
し、

そ
れ
が

正
し
い
と
す
れ
ば、

学
抄
は
真
興
の
ハ
大
般
若
経
晋
訓
か〉

よ
り
も
後
出
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る。

勿
論、

真
興
の
拙供
述
の
時
代
を
限
定
す

べ
き
資
斜
は
も
っ
て
い
な
い
か
ら、

そ
れ
に
よ
っ
て
学
抄
の
撰
述
時
代
宏、

一
層
限
界
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
訳
mに
は
な
い
が、

和
音
を
伝
え
た

と
い
う
真
輿
は
寛
弘
元
年
寂(刊し
七)
、

字
抄
の
撰
者
と
し
て
推
定
す
る
会
任

は
そ
れ
よ
り
も
三
十
七
年
後
の
長
久
二
年
に
唆
し
て
い
る
か
ら
件対)
、
ほ

ぼ
一
世
代
を
へ
だ
て
て
い
る
事
と
な
っ
て、

時
代
的
に
矛
盾
す
る
と
と
ろ
は

な
L。き

て、
こ
こ
に「
今
案
云
々
し
と
あ
る
の
は、

注
目
す
べ
き
文
字
で
あ
る。

「
案」
と
あ
る
以
上、

撰
者
の
自
称'ど
あ
る
か
ら、

若
し
字
抄
に
即
し
て
云

え
ば、
こ
の
文
は
決
し
て
字
抄
が
他
か
ら
引
用
し
て
来
た
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
示
す
訳一ピ
あ
る。
内
容
的
に
も、

経
の
本
文
の
異
同
に
就
い
て

述
べ、

そ
の
際、
諸
本、

特
に
沼
木、

普
門
寺
本
を
引
い
て
証
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
は、

学
抄
の
撰
述
事
情
か
ら
照
し
て
み
て、

作
者
の
も
と
も
と
意
図

し
た
事
℃
あ
り、

従
っ
て、

字
抄
の
本
来
の
内
容
に
相
応
す
る
性
質
の
、も
の

で
あ
る。
つ
ま
り、
こ
の
と
こ
ろ
は
字
抄
の
撰
者
が
自
身
で
考
案
記
載
し
た

も
の
で
あ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る。
一
方、
図
書
寮
本
の

伝
え
る
会
任
の
大
般
若
経
音
義
に
即
し
て
考
え
れ
ば、
こ
れ
は
公
任
の
自
家

の
見
解
を
記
し
た
も
の
に
な
る
訳
で
あ
っ
て、
こ
れ
こ
そ、

正
し
て
会
任
の

撲
と一
去
わ
れ
る
べ
き
音
義
警
の
内
容
を
説
明
す
る
書
き
ざ
ま
と
な
る
の
勺
な

け
れ
ば
な
ら
な
い。
つ
ま
り、
か
か
る
一
致
が、

類
家
名
義
抄
の
引
用
の
原

拠
と
な
っ
た
公
任
撲
の
大
般
若
超
音
義
は
大
般
若
経
字
抄日に
あ
る
と
い
う
事

を
伝
え
る
も
の
で
な
〈
て
何
℃
あ
ろ
う
か。
結
局、
図
昏
察
本
の
引
用
は、

、
大
般
若
経
字
抄げ
か
公
任
撰
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
と
な

ろ
う。
な
お、
こ
の
よ
う
に
推
定
し
た
と
こ
ろ
守、

今
ま
で
述
べ
て
来
た
事

柄
の
申、

時
代
的
に
矛
盾
す
る
と
亡
ろ
は
何
一
つ
な
い.

そ
の
ほ
か
に、

次
の
類
似
が
目
立
つ
。

掲
占

掲、

公
、
占

掲、
ッ
ク

音
義
注
潟、

放兆
五口
多
読
此
音、

然
市
玉

、
切
、
皆
掲
音
也
ハ・
一
二
凶
1〉

掲

音
カ
ツ

ツ
ク

〈
楽
列
反)

音
義
注
渇、

発
語
多
読
此
音、

然

而
玉
篤
切
韻
皆
掲
音
也
(
字
抄

三
ウ
〉

更
に、

観
智
院
本
に
お
い
て
も、

字
抄
の
記
載
が
そ
の
ま
ま
う
け
つ
が
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
所
は、

己
に
岡
田
氏
が
引
用
せ
ら
れ
て
い
る。

一
、

椀

戒
腕、

今
烏
半
反、
タ
ッ
、
ゥ
ッ

呉
音
宛

ウ
テ

顕
噛司
法
文

多
読
円
音、

難
畷
改
殿、
「
仰
下
本
四
一
〉

腕

ウ
テ

音
義
注
円、
口
口、
大(
之
カ〉
意、

顕
密
法
文
多
読
円
音、

頓
難
改
ハ
齢期)

(
字
抄
一
オ〉

二、

爆
占

侯:
:
:
叉
皮
報
反、
外
典
用
白
音、

央
北
叉
報
又
ホ
ウ

ハ
抽山
中
九
阿〉

ハ
外
典
用
自
音、

若
叉
有
英
音
齢期〉

爆
占

北、

へ
字
抄
五
オ〉

従
っ
て、

『公
任
撲
の
大
般
若
経
音
義、
即
ち、
大
般
若
経
字
抄
か
ら、

図
昏

寮
本
類
家
名
義
抄
を
経
て、
観
智
院
本
へ
と、
そ
の
記
載
の
受
け
伝
え
ら
れ
た

経
路
を、

そ
れ
は
ま
た、

図
書
察
本、

観
智
院
本
に
「
呉
音」
と
注
し
て
記
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ぎ
れる
もの
の
伝
え
ら
れ
た
経
路そ
想
像
す
る
事は、
極め
て
自
然の
事で

あ
ろ
う。
観
智
院
本の
呉
音
と
記
す、もの
が、
字
抄の
音
注と一
致し
て
い

る
結
果の
み
ら
れ
る
惑も、
こ
れ
ま
た
決し
て
偶
然なこ
と}じ
は
な
かっ
た

の
で
らる.

と
に
か
く、
今
ま
T
に
述べ
た
と
こ
ろ
か
ら、
類
楽
名
義
抄
所
依の
公
任

撲の
字
哲
は、
大
般
若
経
の点目
義mに
あ
ふり、
そ
れ
は
大
般
若
経
宇
抄の
如
き

性
質の
もの
で
あ
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る。
し
か
し
て、
長
和
の
頃
に
成っ

た
と
思
わ
れ
る
公
任
撰の
韻
抄
は、
その
名
称か
ら
み
れ
ば
音
韻の
書で
あ

る
か
ら、
か
か
る
仏
典の
本
文
批
判
的
た
研
究を
含
む
も
の
と
は
恩
わ
れ
な

い
が、
図
書

察本知
車部
名
義
抄
の
伝
えて
い
る
よ
う
に、
こ
の
字
抄
が、
長

久
二
年
五
月一
日
に
放
し
た
公
任
卿の
撰で
ある
と
す
れ
ば、
着
手
は
何
時

か
明
ら
か
mに
な
い
が、

そ
れ
は
お
そ
く
も、

長
久一
万
年
末
に
は
成
立
し
て
い

た
事と
なる。
勿
論、
宇
抄の
成
立
年
代
を
こ
の
よ
う
に
とっ
て
も、
内
部

的
に
な
ん
ら
の
矛
盾は
な
い。
ま
た、
別
に
韻
抄
と
字
抄
と
の
成
立
関
係
ι

つ
い
て
は、
そ
れ
を
きめ
る
だ
け
の
資
料を
見
出し
得
ない。
真
興
の
音
義

の
成
立
を
知る
事
が
出
来
れ
ば、
或
は
そ
の
解
決
に
一

歩
を
進め
る
こ
と
が

出
来る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
そ
し
て
、

もし
、

想
像
が
許さ
れ
る
と
す
れ

ば、
著
作の
時
期
は
公
任
に
時
間
的
余
裕の
出
来た
晩
年、
特
に
北
山
隠
棲

以
後で
あ
ろ
う
か。
普
門
寺
は
、

際
楼
地
の
近
くに
ある
か
ら
で
あ
る。

同

t才

大
般
若
経
宇
抄
が
公
任の
撲で
あ
る
と
い
う
惑
は、
図
皆
同日
本
新伊
家
名
義

抄の
引
用に
よっ
て
初め
て
伝
え
ら
れ
た
もの
ベに
あっ
て
、

ほ
か
に
は
公
任

蜘
に
こ
の
極
の
著
作
の
ゐ
る
こ
と
を
き
か・
な
い
。

そ
し
て
、

こ
の
字
抄
に
も

会
任
の
撰日に
あ
る
と
い
う
内
部
的
-hu
徴
表
を
見
出
し
て
い
な
い
。

そ
れ
故、

こ
れ
を
名
門の
出で
あ
る
公
任
に
仮
託し
た
もの
で
あ
る
と
考
え
る
事
も
或

い
は
可
能℃
あろ
う。
し
か
し、
よ
し
仮
託せ
ら
れ
た
もの
で
あ
ろ
う
と
も、

公
任の
時
代か
ら
余り
時
を
経
ずし
て
著
作せ
ら
れ
た
mに
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ

る
類
楽
名
義
抄
に、
4公
任
撰と
し
て
伝
え
て
い
る
の
で
ある
か
ら、
その
事

を
誰
も
あや
し
ま
な
い
だ
け
の
必
然
性を
公
任
が
もっ
て
い
た
訳で
あ
る。

一
体、
公
任
は
仏
叫む
を
撰
述
する
に
ふ
さ
わ
し
い、
何
もの
か
を
もっ
て
い

た
の
だ
あ
ろ
う
か。

第
一
、

会
任
が
文
筆
に
堪
旭
市」
あ
っ
て
、

仏
教
々
現
に
も
精
し
か
っ
た
事

は
、

そ
の
詩や
歌に
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
う
惑
が
出
来る。
そ
の
上、
伝
法

の
事
実
も
あっ
た
の
で
あ
る。
即
ち、
長
和
四
年の
頃、
延
暦
寺の
僧
覚
遂

ら
につ
い
て、
同序
詞
止
佃聞の
説
法
の
伝
授そ
う
け
た
宮中
が、

権記
に
載せ
ら

れて
い
る。
大
般
若
経
につ
い
て
は、

ま
だこ
う
し
た
所
見
が
な
い
け
れ
ど

も、
仏典
に
関
心
を
もち、
特に
天
台
宗
と
関
係
の
深
い
事
が
容
易
に
想
像

せ
ら
れ
よ
う。

ま
た、
大
阪
来迎
院
文
絵
英の
他の
品川
山
相
伝
胤
脈に
は、
司公
任
が
四
箇

法
要の一
た
る
錫
杖
声
明
止を
相
承
し
た
人目に
あ
る
事
を
伝
えて
い
る。
こ
れ

ま
た
天
台
声
明C
あ
る。
〔
註ムハ〕
公
任
がこ
の
方
面
に
も
並々
な
ら
ぬ
もの

そもっ
て
い
る
事
が
推
測せ
ら
れ
る
勺
あ
ろ
う。

そ
し
て、
会
任は、
万
世舟
三
年
正
月
四
日、

長
谷の
解
脱
寺で、
一一一
芥
寺

の
別
当
僧
都
心
営を
招
い
て
、

出
家
し
て
い
る
が、
こ
れ
によっ
て
も
公
任

の
天

台宗、
殊
に
寺
門
派
の
系
安
引
い
て
い
る
事
は
明
ら
かで
あ
る。
学
抄

の
中
G
も、

最
も
度
々
援
用
し
て
い
る
の
は
普
門
寺
の
本
で
あ
る
が、

普
門

寺
の
寺
門
派〔
に
あ
る
事
が
注
意
ぜ
ら
れ
た
け
れ
ば
去
ら
な
い
。
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こ
れ
ら
を
み
る
と、
会
任
が
その
才
和
漢に
わ
た
り、
ま
た
声
明
仏
道に

も
通
じ、
当
時
第一
流の
人で
らっ
た
の
で
あ
る
か
ら、
、あ
ま
た
の
彼の
著

作の
中に、
大
般
若
経
の
音
義
を
撰
す
る
と
い
う
事
が
あっ
た
と
推
定
す
る

事
本
不
可
能
な
事℃
は
あ
る
ま
い。
そ
れ
が、
大
般
若
経の
本
文
批
判を
含

む
音
参
書
で
あっ
て、
類
楽
名
義
抄の
所
依の
原
典の一
つ
と
なっ
た
の
モ

あっ
て
も、
ま
た
怪
し
む
に
足り
ない
で
あ
ろ
う。
勿
論、
公
任の
著
述
で

あ
る
と
い
う
の
が、
実は
彼に
仮
託
し
た
もの
で
あ
る
と
い
う
事
に
なっ
た

と
し
て
も、
と
に
か
く、
図
諒
察
本
類
深
名
義
抄の
叫供
者
が
公
任の
撰
述
し

た
もの
と
信
じ
て
こ
れ
を
伝
え、
原
拠
と
し
て
よっ
た
と
こ
ろ
の
もの
は、

大
般
若
経
字
抄で
あ
り、
且つ、
その
中に
載せ
ら
れ
た
音
注
が
「
呉
音」

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
は、
動か
す
事の
出
来・ない
事
実で
あ

る。
従っ
て
こ
の
よ
う
に
字
抄の
成
立
を
明
ら
か
に
す
る
事
は、
と
り
も
泣

き
ず
類
家
名
義
抄の
「
呉
音」
と
い
う
もの
の
性
絡
を
明
ら
か
に
す
る
事
と

な
る
の{に
あ
る。
大
般
若
経
字
抄
は、
そ
う
し
た
点か
ら、
字
音
研
究の
上

で一
一層
重
視せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
もの
勺
あ
る。

附、
現
存
字
抄
は
完
本
か

さ
て、
こ
の
よ
う
に
調べ
て
来た
の
で
あ
る
が、
一
体、
図
書
察
本
類
褒

名
義
抄
に
見
えて
大
般
若
経
字
抄
に
み
え
ない
幾つ
か
の
項
目
を、
如
何に

考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か。
ま
た、
図
替
察
本の
記
載と
字
抄の
と
違っ

て
い
る
と
こ
ろ
は、
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か。

ま
ず、
図
書
察
本
類
底部
名
義
抄
に
み
えて
字
抄
に
ない
の
は、
類
家
名
義

抄
の
慕
と
し
た
会
任の
音
，議
書
が、
現
存の
字
抄
と
は
違っ
た
本mに
あっ
た

り
た
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う。
つ
ま
り、
現
存
字
抄
は
撰
者の
草
稿

本の
形
を
伝
え
た
もの
で
あ
り、
別
に
追
加
僧
訂し
た
本
が
あっ
て
類
豪
名

義
抄
が
引
用
し
允
所
依の
もの
は、
その
再
治
本で
は
な
かっ
た
か
と
み
る

事
が
出
来
ない
訳
mに
も
ない。
図
書
寮
本℃
は
今の
字
抄で
粁
間に
あ
る
も

の
や
欄
舛
に
替
き
入
れて
あ
る
もの
を
引を、
続
け
て
引
用し
て
い
る。
符
間・

欄
外
に
記
入
し
た
もの
は
恐
ら
く
加
筆
修
正
℃
あ
ろ
う
か
ら、
こ
れ
を
引
き

続
け
て
とっ
て
い
る
の
は、
一丹
治
本
に
よ
る
の
か
と
疑
わせ
る。
ま
た、
現

存
字
抄の
体
裁
も、
考
え
れ
ば
変
な
もの
定
あ
る。
序と
い
う
べ
き
もの
が

中
間に
あ
り、
聞
に
色々
他の
もの
をへ
だ
て
て、
その
序を
補
足す
る
よ

う
な
智
度
論の
文
が
引い
で
あっ
て、
そ
れ
が
別
序と
もい
う
べ
き
形
に
な

っ
て
い
る
事
は、
前
に
述べ
た
と
こ
ろ日に
あ
る
が、
現
存
字
抄
が
縫っ
た
形

の
もの〔に
あ
る
と
い
う
釈
に
は
い
か
な
い
と
こ
ろmに
あ
る。

し
か
し、
その
よ
う
に
考
え
な
く
て
も、
な
お、
今の
字
抄
が
完
全
な
姿

で
今
に
伝
え
ら
れて
い
る
もの
か
ど
う
か
と
い
う
疑
も
あ
る。

第一、
その
書
名
が
あ
る
い
は
本
来の
名モ
は
なかっ
た
の
で
は
なか
ろ

う
か。
こ
の
字
抄
が
石
山
寺
蔵
聖
教
目
録に
載っ
て
い
る
「
大
般
若
経
音
義

一
帖」
に
あた
る
もの
mに
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
ない
が、
その
外
題に

は
「
大
般
若
経
音
義」
と
あ
る。
ま
た、
内
容は
普
通の
音
義書の
よ
う
に

単
に
文
字
を
抄
出し
解
説
し
た
だ
け
の
もの
定
は
ない。
その
内
容と
か
分

並
と
か
は、
図
書
察
本
に
引
用せ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
比べ
て
み
る
と、
そ

mv
大
部
分
が
完全
に
適
当
す
る
の
で
あ
る
か
ら、
字
抄
が
-公
任
撲の
真
木の

悌を
存し
て
い
る
と
い.
ぅ
事
が
わ
か
る
と
は
い
う
もの
の、
な
お、
図
書
寮

本
に
引
用せ
ら
れ
て
い
る
幾
ら
か
の
項
目
が
み
え
な
く
て、
付不
完全
な
点

の
あ
る
事、
伺
後
人の
矯
補
ら
しい
部
分
の
あ
る
事か
ら、
現
存の
字
抄
が

会
任の
撰し
た
原
本の
ま
ま
で
あ
る
と
は
認
め
難い
もの
で
あ
る。
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即
ち 、

図
書
察
本
に
引
用
せ
ら
れ
た
所
か
ら
考
え
る
と 、

殆
ん
ど
覧
会
な

分
量
の
一

致
守 、

前
に
記
し
た
よ
う
に
不
足
し
た
も
の
は
一
割
に
も
な
ら
な

‘v

 

更
に
観
智
院
本
に
呉
音
と
注
し
て
あ
る
も
の
は

'i

oo

qa
Fhu
円d

η4

00

00

￡U

2

1

4

1

2

3

2

2

2
 
14 

250 

本

末

下

下

偽

偽

仰

働

法

法

法

そ
の
中
学
抄
に
見
当
ら
な
い
も
の
は

1

3

2

5

1

3

 

上

上

下

言十

干
ー

J二

中

中

中

f曾

f曾

f曾

3 

18 

本下

側

仰

法

法

償

健

償

と
な
っ

て
い
る 。
こ

の
数
字
は
字
抄
と
図
書
寮
本
と
の
間
℃
み
た
と
こ
ろ
と

同
断
で
あ
る 。

図
書
察
本
に
引
用
せ
ら
れ
て
い
る
「
公一
式」
の
音
注
の
中
学

抄
に
見
当
ら
な
い
の
は

、

8
で
あ
る
が 、

観
智
院
本
の
法
上
・

法
中
市に
見
出

さ
れ
る
7
中
5
が
図
書
察
本
に
一

致
オ
る 。

あ
と
の
2
は
図
書
寮
本
に
も
み

え
な
い
観
智
院
本
独
自
の
も
の市に
あ
る 。

従
っ

て 、

会
任
以
外
に
も
呉
音
を

伝
え
て
い
る
者
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い 。

或
は 、

大
紋
若
経
字
抄
以
外
に
も

会
任
の
撰
述
し
た
字
書
が
あ
る
か
も
知
れ-
な
い
と
い
う
疑
が
も
た
れ
な
い
訳

.

で
も
な
い
け
れ
ど
も 、

こ
の
小

手代
数
字
句
は
他
に
一

部
の
韻
舎
が
あ
っ

た

と
想
像
す
る
事
の
出
来
る
よ
う
た
金
色
も
た
い 。

そ
の
上 、

学
抄
℃
は
「
絢」

の
字
を
「
約」

に
附
説
し 、

「
但」

「
但」

を
あ
わ
せ
て
説
明
し
て
い
る
例

も
あ
る 。

従
っ

て 、

例
え
こ
れ
ら
の
文
字
で
大
般
若
経
の
中
に
求
め
ら
れ
な

い
と
い
う

事
の
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
あ
っ

た
と
し
て
も 、

大
般
若
経
字
抄

上

上

下

苦十

hF

 

1

 上

中

以
外
の
も
の
そ
考
え
る
必
要
は
な
い

。

き
し
て

、

A7
大
般
若
経
の
中
に
求
め

ら
れ
な
い
と
い
う

事
の
は
っ
き
り
し
た
文
字
は 、
図
書
寮
本
の
8
中
に 、
或
は

観
智
院
本
の
m
中
に
見
出
す
事
が
出
来
な
い
の
〔に
あ
る
か
ら 、

図
書
寮
本
で

会
任
撰
と
し
て
引
用
し
て
い
る
も
の 、

或
は
呉
音
を
伝
え
た
害
物〔
註
七〕
は

こ
の
一

書
と
み
る
他
は
な
い

。

結
局 、
現
存
字
抄
自
体
は
安
本一
じ

な
い 、
別
に

完
本
の
大
般
若
経
音
義
若
く
は
大
般
若
経
字
抄
が
あ
っ

た
も
の
だ
ろ
う
と
考

え
な
い
訳
にい
か
な

い
宮中
日に
あ
ろ
う 。

現
存
の
宇
抄
を
詳
し
く

調
べ
て
み
る
と
二
畑
然」
の
説
明
の
中
に 、
「
洞 e

然
在
上」

と
あ
る
け
れ
と
も 、

そ
れ
が 、

前
の
部
分
に
な
い
の
は 、

写
誤
或

は
脱
落
と
み
る
事
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
が 、

第
四
七
コ
巻
の
「
凹」
の
解

に
「
上
巻
用
他
字 、

文
奥
義
同
也」
と一
去
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て 、
第一一一

入
一
巻
の
所
に
あ
る
「
然」
の
字
は 、

所
謂
上
巻
の
部
分
に
あ
っ

て 、

こ
の

字
が
下
巻
に
あ
た
る
所
に
あ
る
と
い
う

事
な
のmに
ら
ろ
う
か 。

従
っ

て 、

現

存
本
よ
り
も
内
容
・

分
量
の
幾
ら
か
多
く
を
有
す
る
上
下
二
巻
の
本
が
あ
る
・

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
る
こ
と
守
あ
ろ
う 。

ど
ち
ら
に
し
て
も 、

現
存
の
も
の
が
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

事
は
勺
き
な
か
ろ
う 。

ま
た 、

写
本
の
常
と
し
て 、

追
加
楠
入
の
部
分
の
あ
る
事
も
考
え
な
け
れ

ば
な
る
ま
い 。

前
に
も
ふ
れ
た
「
拒」

「
商
陸」
の
よ
う
な
記
載
は 、

必
ず

し
も
大
般
若
経
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
うmに
あ
る 。

そ
の
部
分
に
記
さ

れ
た
「
長
元
五
年一
式
h
」
の
一
行
に
つ
い
て
も 、

更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う 。

つ
ま
り 、

図
書
察
本
割
深
名
義
抄
の
引
用
し
た
箇
所
か
ら
考
え
て 、

中
算
の
時
碩
以
後
の
部
分
に
就
い
て
は 、

元
々
あ
っ

た
も
の
か
ど
う
か
一
応

疑
っ

て
み
る
事
が
出
来
る 。

或
は
本
書
の
内
容
に
関
係
の
あ
る
経
文
等
ヤ
著

者
が
と
り
あ
え
ず
稲
本
の
紙
背
に
注
し
て
お
い
た、
も
の
等
を 、

ひ
今、
続
け
て
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図書望号議本要員表名義抄 と 石山寺議本大般若経字抄 t について

転
写し
た
もの
が
る
る
か
も
知
れ
ない。
設
は、

最
後
の
陀
羅
尼の
如
きは

後
人の
追
記
し
た
もの
と
考
えて
差
支
え
の
な
い
よ
う
な
もの
勺
あ
ろ
う。

し
て
み
れ
ば、
字
抄
が
直
接
図
書
寮
本の
所
依の
資
殺
と
なっ
た
もの
で

あ
る
と
い
う
訳に
は
い
か
な
い
事
は
確
実
で
あ
る。
そ
れ
に
し
て
も、
類
深

名
義
抄
が
原
拠
と
し
た
公
任の
著
述
が
大
般
若
経の
音
義mに
あ
る
事
を
確
認

し、
そ
れ
が、
よ
し
節
略
さ
れ
た
所
が
あっ
た
に
し
て
も、
今
日
に
あっ
て

は
こ
れ
以
上
の
本
そ
得
る
事
も
出
来
ない
し、
事
実
殆
ん
ど
完
全
な
姿
と
し

て
よ
い
現
存
大
般
若
経
字
抄
そ
の
も
の
勺
あ
る
と
い
う
事
を
知
る
事
が
出
来

た
の
は、
珍
奇
な
事
と
し
て
喜
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ない。
もっ
と
も、
真
に

公
任の
撰
述
し
た
もの
勺
あ
る
と
い
う
事
室戒
す
確
証
が
他
に
な
い
の
勺
あ

る
か
ら、

豪
も
疑
な
し
と
は
断
定
し
瞬間
い
訳
勺
あ
る
が、

時
代
そ
速
く
へ
だ

て
ない
図
書
察
本
類
衆
名
義
抄の
引
用に
よっ
て、
芯
む
ね
そ
れ
は
路
実な

こ
と
で
あ
ろ
う。
仮
に
公
任の
撰
し
た
も
の
モ
な
い
と
し
て
も、

類
家
名
義

抄
が
拠
ふり
所
と
し
た
も
の
は
草
稿
本、

再
治
・本
の
差
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が、

大
般
若
経
音
義、

即
ち、

大
般
若
経
字
抄
勺
あ
る
事
を
疑
う
事
は
出
来

な
い。
そ
の
中
間
序
に、
前に
述べ
た
よ
う
な
注
音の
方
針
が
記
し
て
あ
る

が、
そ
れ
に
よっ
て
会
任の
著
書
の
性
質、
ひ
い
て
類
緊
名
義
抄
に
「
呉
音」

と
い
う
も
の
の
性
質
を
朗
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
よ
う
か
ら、

こ
れ
が
字
音

研
究
の
上
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
事
は
再
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
℃

あ
ろ
う
。

次
に、
大
般
若
経
字
抄
の
音
注
と
類
豪
名
義
抄の
呉
音
注
と
モ一
致
し
な

い
もの
も
あ
る
が、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
考
えて
み
る。
、も
と
もと、

字
抄の
と
類
衆
名
義
抄の
と
を
対
照
し
て
み
る
と
、

字
抄
守
「
且
音
者、

又
音
但」
と
なっ
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
とっ
て、
「
旦
英、
但
叉

呉
、

者」

〈
仰
上
回同〉
と
し
て
い
る
もの
も
あ
る
が、
中に
「
串

音
質

叉
音
患」

と
あ
る
も
の
を、
そ
の
一

方
だ
け
を
と
っ
て
、
「
串

果
音
質」
ハ
仰

上
初
〉

と
す
る
の
も
為
る。

字
抄
の
あ
る
所mに
は
「
倣

音
告」

ま
た
あ
る

所
勺
は
「
倣

音
号
」

と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
一

方
だ
け
を
と

っ

て
、

「
倣

英
、

号」
(
仰
上
M〉
と
す
る
もの
も
あ
る。
その
中
で「
倫

果、
縮」
(
錦
上
釘
〉

「
傑

呉、
宿」
(
悌
下
米
町〉
の
よ
う
に
なっ

て
い
る
の
を
み
る
と、
学
抄に
は
「
俄
音
宿」
と
あ
る
だ
け
T
あ
る
が、

或
は
、

あ
る
所
定、
「
備

音
宿」、
ま
た
他
の
所
で
は
「
傑・
音
縮い
と
い

う
二
つ
が
註し
で
あっ
た
の
勺
は
な
か
ろ
う
か、
そ
し
て、
その一
方
が
字

抄
に
脱
落
し
て
い
る
の
勺
は
なか
ろ
う
か
と
恩
わ
れ
る。
若し
こ
の
場
合、

その
一
方
が
類
家
名
義
抄
に
ない
と、
「
僅

音
縁」
と
牢
抄に
あ
る
の
に、

「
偲
呉、
演」と
い
う
事
が
生
ず
る
の
守
は
なか
ろ
う
か。
し
か
し、
「
捉

具、
舟
」

〈
仰
下
本
円〉
は
字
抄
に、

「
捉

且日
新」

と
あ
る
の
を
み
る

と、
或
は
引
用の
際
に
誤
写
す
る
寒
川町あっ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら

れ
る
。

「
沖

占

虫
:
:
:
英
同
」
(
法
上
釘
〉

と
あ
る
の
は
、

字
抄
に.
「
柏町

音
虫」
と
あ
る
の
を
引
用
に
際し
て
警守a、
直
し
た
もの
で
あ
る。
こ
の
よ
う

に
み
わ
た
す
と、
類
思知
名
義
抄の
呉
音
と
あ
る
も
の
を
褒
め
て
字
音
の
研
究

を
し
よ
う
と
す
る
時
は、
一
一層
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

昭
和
二
十
七
年
三
月
三
十
日
繍

五
月
十
一

日
補

円
註一
〕
尉m
m
回
大
議
会
日
銀
に
￡
れ
ぽ 、
高
野
山
宝
議
院
主

薬
師
寺
と
に 、

そ
れ
ぞ
れ
大
般
若
経昆日
義
が
議
さ
れ
て
い
る
と

い
号、、
主

で
あ
る
が 、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
代
知
る
'と
こ
ろ
が
な
い。
後
日
の
調
査
沿
期
待
す
ろ。
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〔
設
二U
m「
や
後
の
明
党
が「
知
・晶体一品目
之
人
久
経一
、と
か「
此
氏
菅
法
儒
選

中
隊
経
失}
(
共
に一
氏
音
作
法」)
、と
か
い
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
L

A留
任

の
当
時 、
す
で
に一
乍
見
漢
字 、
而
忽
雛
呼
英一菅」
(「
発
字
形品目
義」〉
、と
い

う
工
と
で
あ
つ
れ
の
r
ろ
号

務
ぜ
ら
れ 、
こ

の
法
式
ら
とつ
れ一
mm
仮
字」

的
表一昔
が 、
指
南の
れ
め
に
必
要
と
なっ
て
い
れ
の
に
ろ
う 。

門
誌
三U
類
車部
名
義
抄
に
い
う
「
長一回目一
「
正一品目」
「
和品目」
の
関
係
に
つ

いV
て
口
昨
釘
年
十
月
の
国
語
学
会
研
究
発
表
会
で
一
類
車指
名
義
抄
の
失
昔
の

「
性
格」
E

題
し
て、
そ
の
大
統
や
報
告
し
示。
観
智
院
本
薮
衆
名
義
抄
に

「
央品目」
、と
し
て
い
ろ
も
の
の、
い
わ
ゆ
ろ
「
央
音」
な
ら
ぎ
る
こ
と
口 、
〔
設

七〕
の
筆
後の
粂
た
み
て
L

察
ぜ
ら
れ
ろ
工
と
で
あ
ろ
4 0

円
一証
問U
こ

れ
HH
hah
vh
明
雄
が
所
持
し
て
い
れ一山田
義
骨古島
行
成
に一示
し
れ

の
で
あ
ろ
と
解
す
べ
き
か
L

知
れ
な
い。
そ
れ
が
ど
ん
な
性
質
の
L
の
で
あ

ろ
か
代
L
ち
ろ
ん
不
明
で
あ
る。
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足
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ジ
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つ
い
て
口、
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紘一
の
粂
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公
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hJ
HV
ナ
V」
t
あ
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究
智
の
「
悉
且都
市営
集
記」

に
一

雨
天
与
袋
且
国
英
代 、

英一
昔
相

似」
k
あ
る
の
た
み
ろ
と、
ム口
銘
の
伝
え
れ品目
が一
笑
品目-
k
い
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
主

恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
が、
な
お
調
査
会ぽ
要
す
る
こ
主

で
あ

る
。円
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も
っ
と
L
字
抄
に

笈」
篠
或

薬品鴨一云
々

然
而
依
陵
高
麗
物
不
用
英一日日

唱と
あ
る 。
三

れ
た
「
或
ろ抗日
義
に、
筆
篠・
::
k

注
し
で
あっ
て 、
そ
れ
口
英

品目
お
示
し
て
い
る
L
の
の
￡
う
で
あ
る
が 、
こ

の
L
の
が
朝
鮮
語
来
の
L
の

で
あ
る
主
工
ろ
か
ら 、

同犬山司自
で
は
￡
ま
な
い
こ
と
に
なっ
て
い
ろ」
と
い-つ

怠
味
に
解
釈
す
れ
ば 、
字
抄
の
ほ
か
に
央
音
ら
伝
え
れ
書
物
が
あ
つ

れ
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ。
し
か
し 、

石
山
寺
の
本
に
つ
い
て
み
ろ

、と 、
上
の
「
筆
篠」
口
二
K
L

圭一戸 、
一
或

答義一
氏
そ
れ
ぞ
れ
去
声 、
上

芦
の
位
置
に
凶r
p
っ
ν
て
いw
る
、と
こ
あ
か
九
九
て、
こ

れ
は
凶
声
の
ち
が

い
喚暗
示
し
て
い切
る
も
の
の
￡
う
で
あ
る 。
し
て
み
ろ
と、
こ

れ
は
和
名
抄
が

音
楽
具
の
都
で
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俗
云
如
江
湖
二
汗」、

仏
繕
具
の
都
で
一
俗一
宮
悠一
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と

い
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前
閃
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本
色
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字
紙
抄
に
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筆
佐

μ
h
コ

ク
コ

仏
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具
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k
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っ
て
い
ろ

の
に
対
応
し
て
い
る
も
の
か
主

恩
わ
れ
あ。
そ
う
す
れ
ぼ 、
三
れ

ロ
一
二
者
と
も

に
央
普
で
口
な
い
が、
そ
の
用
い
ろ
部
門
が
ち
が
え
ぼ 、
別

託自
に
い
う
こ
と
も
あ
る一
と
い
う

意
味
と
し
な
げ
れ
陀
な
ら
な
い
で
あ
λ

ぅ 。
い
ず
れ
に
し
て
L 、
こ
れ
た
観
智
院
本
数
衆
名
義
抄
に」
英
、
、(
と

も
に
平
声)
或、

il(
去 、
上)」
(
僧
上
回)
と
し
て
両
者
と
L
に
央
音
と

み
と
め
て
い
る
の
口、
宇
抄
の
記
載
ル
機
械
的
に「
果
音」
、と
し
て
転
記
し

れ
こ
と
た
証
す
る
も
の
で
あ
っ
て
級
車棋
名
義
抄
に一
央
脅」
主
い
う
L
の
の

実
収
い
わ
ゆ
る
一
笑
普」
で
な
い
こ
と
俗
口つ
き
り
示
す一
例
で
あ
ろ。

国

巾也
記

本
稿
口
昭
和
初
年
度
交
郊
省
科
学
研
究
助
成
補
助
金
ド
￡
る
研
究
の
報
告

「
わ
が
国
に
お
げ
る
漢
字一耳目
、と
そ
の
研
究
の
系
統」
の 、
一
部
4h
吊也
捕
し

仁
L
の
で
あ
る 。
三
れ
k
同
じ

内
容
の
こ

と
ら
二
十
八
年
五
月
国
話
学
会
研

究
発
表
会
(
京
都
第
六
問)
で
一
公
特
棋
大
般
若
経
字
抄'一
、と
し
て
報
公

し
土。
そ
の
3と
き
口
遠
藤
教
授
は
じ
め
方
々
か
ム一
方
な
ら
ぬ
御
援
助
か
う

げ
十ト 。
こ

の
機
会
に
感
湖
の
訟
ひ
去
し
れ
い。
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